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１ ポートエッセイ     

―人と物、情報の流れの変遷と賑わい― 

～ 日本港湾振興団体連合会会長（新潟市長）  中原 八一 ～ 

 

２ トピック 

●イカの駅つくモールをみなとオアシス小木に追加登録しました！ 

～「イカのまち小木」を発信する待望の里海の拠点施設が完成～ 

                                 （北陸地方整備局  金沢港湾・空港整備事務所） 

 

●「みなとオアシス佐田岬はなはな」が新規登録されました！ 

（四国地方整備局 港湾空港部 クルーズ振興・港湾物流企画室） 

 

●みなとオアシス釜石にジェラート店登場！ 

（東北地方整備局 釜石港湾事務所 企画調整課） 

 

●友好都市・中国唐山市からマスクを輸入 

（酒田市 地域創生部 商工港湾課） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

＊：＊：＊：＊：＊：＊：＊：＊：＊：＊：＊：＊：＊：＊：＊：＊：＊：＊：＊：＊：＊：＊：＊：＊：＊：＊：＊：＊： 

１ ポートエッセイ 

―人と物、情報の流れの変遷と賑わい― 

～ 日本港湾振興団体連合会会長（新潟市長）  中原 八一 ～ 

＊：＊：＊：＊：＊：＊：＊：＊：＊：＊：＊：＊：＊：＊：＊：＊：＊：＊：＊：＊：＊：＊：＊：＊：＊：＊：＊：＊： 

 

新潟県は、北前船が最盛期であった明治時代に３度、都道府県別人口日本一になっている。 

新潟市が北前船の寄港地として、また信濃川と阿賀野川の流域の内陸部と外海を結ぶ拠点であっ

たことから、内陸からは、米や木材、炭などが運ばれ、海からは塩や海産物などが運ばれて、これを回

船問屋が介する形で盛んに商いが行われ、裕福なみなとまちとして賑わいを見せていたころのことだ。 

その回船問屋が商いをし、暮らしていたのは、当時「新潟町」と呼ばれた信濃川河口に近い川沿いの

地域である。 

日本３大芸妓と言われた「古町芸妓」のいる花街として、その中心部である古町地区は全国に知られ、

一時期は４００人を超える芸妓がいたと言われている。 

しかし世の常というが、人や物、情報、交通網の整備によって経済の流れが変わり、地域の盛衰を分

けてきた。 

新潟市も、鉄道の整備や汽船の普及などで北前船が終焉を迎え、回船問屋もその役割を終えること

となった。新潟港は、日本海側の海上輸送の拠点として、その地位は保っていたものの、社会情勢と共

に求められる役割が変わっていった。 

地域の伝統と文化が残る花街や老舗の料亭、割烹などのある古町地区においても、一時期の勢い

を失い、時代の変化による変貌を迫られることとなった。 

今回はこの歴史ある古町地区に活力を取り戻すため、現在取り組んでいる活動の一部を紹介させて

いただく。 

１９８７年に地元有力企業８０社が出資して、全国初の株式会社による芸妓養成及び派遣会社「柳都

振興株式会社」を誕生させた。 

後継者が育たないまま芸妓文化が消えようとしていたものを、組織を立ち上げたことで、若い人に安

心して働いてもらい、伝統ある新潟の芸能ともてなしを存続させることに繋げた。 

また市では、原点回帰ではないが、かつて古町地区にあった市役所の一部を古町に戻すことで、人

の流れを生む取り組みを始めた。 

まず始めに２０１７年に古町地区の中心部に位置する１９階建てのビル内に中央区役所が移転、続い

て今年５月７日には中央区役所と対面する形で建設された再開発ビルに市役所の行政機能（本庁）の

一部を移転させた。合わせて、約１，１００人の職員がここで勤務することになり、多くの市民が古町に足

を運ぶことが期待される。 

その他にも、フェリーによる佐渡航路、秋田航路、北海道航路、敦賀航路や国際線のある新潟空港も

近いことから、これらを活用した人を呼び込むチャンスはまだまだ十分にあると考えている。 

今日、新型コロナウイルス感染症の影響により全国的に人の動きが制限され、これまで同様の活動

には厳しい面もあるが、感染収束期を迎えつつある今、新潟の芸妓文化に代表されるもてなしの心を

絶やさず、社会経済活動の活性化に向けて準備を進めていきたい。 
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●イカの駅つくモールをみなとオアシス小木に追加登録しました！ 

～「イカのまち小木」を発信する待望の里海の拠点施設が完成～ 

                （北陸地方整備局  金沢港湾・空港整備事務所） 

 

令和２年６月５日(金)に能登町主催で「のと九十九湾観光交流センター

(イカの駅つくモール)」の竣工式が当施設内で行われました。竣工式では当

事務所の高橋所長から持木能登町長にみなとオアシス追加登録証の授与が

行われ、同センターの完成を祝いました。 

当施設はレストラン、カフェのほか、遊覧船やマリンレジャーも楽しめる

ものとなっており、みなとオアシス小木の拠点施設として更なる交流人口の

拡大と地域活性化に寄与することが期待されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※イカの駅つくモール https://ikanoeki.com/ 

 

●「みなとオアシス佐田岬はなはな」が新規登録されました！ 

（四国地方整備局 港湾空港部 クルーズ振興・港湾物流企画室） 

 

令和２年５月３０日（土）、「日本一細長い半島」

佐田岬半島の先端に位置する三崎港（地方港湾、愛媛

県西宇和郡伊方町）の観光交流拠点施設「佐田岬はな

はな」が、施設のリニューアルオープンに合わせて、

全国で１３９箇所目（四国で１３箇所目）となるみな

とオアシスに新規登録されました。 

「佐田岬はなはな」は平成２７年４月にオープンし

て以降、年間約１４万人に利用されています。施設の

直近には、大分県の佐賀関港と最短距離（約３０ｋ

ｍ）で結ぶ国道九四フェリーが就航しており、年間約５０万人の旅客数となっています。 

また、当該施設は「なんよサイクルオアシス」としてサイクリストの休憩場所等としても利

用されていることから、地域住民のみならず、幅広い地域の方々との交流の場として活用され

ることが期待されます。 

今後はリニューアルした施設を中心として、５月開催の「はなはな祭り」、地元特産品の産

直市（佐田岬ナチュラルマーケット）、一本釣りや素潜りなどの豊予海峡近辺で伝統的に実施

されている漁業を体験できるクルージングツアーなど、地元の魅力あふれるイベントが多数企

画される予定です。 

外観の様子 

登録証授与(左から持木能登町長、高橋所長) 

みなとオアシス佐田岬はなはな 



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●みなとオアシス釜石にジェラート店登場！ 

（東北地方整備局 釜石港湾事務所 企画調整課） 

  

昨年９月に登録された「みなとオアシス釜石」に今年５月３０日、地域の味を取りそろえたジ

ェラート店が登場しました！ 

 ここでは約１０種類の味があり、そのなかでも釜石市の特産品をベースにした「いくら醤油

味」や「ルバーブ×ミルク味」は今まで食べたことも聞いたこともないので、筆者自らそのジェ

ラートを味わってきました。（ちなみに、ルバーブとはイギリスなどのヨーロッパではとてもポ

ピュラーな野菜で、見た目はフキに似ています。） 

 今回は「いくら醤油味」を注文したのですが、見た目は薄ピンク色で後味にほんのりといくら

醤油の旨味を感じることができ、甘塩っぱさが絶妙でとてもおいしかったです。次回は「ルバー

ブ×ミルク味」を注文しようと思います。 

コロナウイルス対策を実施しておりますので、釜石港を眺めながらの昼食や夕食だけでなく、

独創的なジェラートも味わえる「みなとオアシス釜石」に是非お立ち寄り下さい！ 

                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

はなはな祭り 漁業体験クルージングツアー 

 
いくら醤油味ジェラート 

ジェラート店「魚河岸ジェラート

ジェラート店「魚河岸ジェラート部」 ２階のテラスから見た景色 



 

●友好都市・中国唐山市からマスクを輸入 

（酒田市 地域創生部 商工港湾課） 

  

昭和５１年（１９７６年）に酒田市は大火、中国の唐山市は大地震を経験しました。その後、

共に災害から復興した港湾都市として平成２年（１９９０年）に友好都市の盟約を締結し、今年

３０年目を迎えました。 

本市では、新型コロナウイルス感染拡大防止を目的に、唐山市の企業から不織布マスク10万枚

を購入しました。マスクを積んだ２０フィートコンテナは５月１８日に唐山市の京唐港を出港し、

釜山港を経由して５月３０日に酒田港に到着しました。荷卸しされた箱には「酒田抗疫，唐山助

力！中日協力、コロナに勝つ！」の言葉が添えられており、国境を越えて共にこの困難に打ち勝

つ、というメッセージを感じました。マスクは市内の75歳以上の高齢者の方などに配布し、日常

生活での感染予防に役立ててもらうこととしています。    

 

マスクの箱に添えられた言葉 

酒田港に到着したマスクが入ったコンテナ 
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